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対人支援における「私」と「相手」との関係は、日常生活におけるそれと

変わることはないにも関わらず、「利用者主体」という言葉があるのは何

故なのか？

はじめに 「利用者主体」という言葉への疑問

ここでは、「本来的に主体者である相手をなぜ主体者とするのか」を念頭

におきつつ、 利用者が「主体者となる」にはどうすればよいのか 、問いたい。

・ 行為の「主語」として＝ Subject ・・・出来事の作用者

※人はそれぞれにおいて主体者である。

×月が照っている。

・ （施設）利用者も、「この生活」の主体者である。

自発的な意志

「利用者」「支援者」

→太郎が本を読む。



※「主体」・「客体」で捉える支援関係－「主客」で考えることに拘っているか？

「主体」・「客体」という対概念で考える枠組みに対して、その後、建設的な意見を頂いた。独我論
的印象を与えたのであれば、理論展開に不備があったからである。

しかし、私は、「主客」を絶対視してはいないし、拘っているわけでもない。むしろ「私（＝主体
者）」による「相手」の「客体化」を乗り越える（＝一体化する？or「私」・「相手」という分別を無意味
化する？）ことを理想としている。それにも関わらず、なぜ、誤解が生じたのか？それは「対人支
援関係」について考える際、常に「私」に視点をおいて展開したためではないか。

「私」はいかなるときも「私」でなければならない以上、出発点は「私」しかない。この点を大切に
しつつ、主客関係を打開するには、 「相手」が「私」である（＝他我）関係を、どのように構築してい
くのか、が鍵となる。

○ ５５回大会での指摘に対して

「主客関係」の打開 行き詰まりを打開

私は逃れようもなく私という原点であり、この原点に打ちつけられ、この原点から脱出できないのであ
るから、この原点から他者への架橋を試みる以外に、他者への道はない。

（岩田靖夫 「いま哲学とはなにか」 岩波新書 140頁）



「『親』とはなにかあるものそれ自体の性質を述べている語ではなく、
他との関係（注：ここでは子ども）を述べた語」であると指摘

野矢茂樹－「親子」という概念を用いて説明（心と他者 勁草書房 81頁）

「関係」における「私」

自己紹介で

ある関係において、「私」は「相手」と「どんな関係になのか」が開示される。

私は「・・・ ～ ・・・」です。→「・・・ ～ ・・・」は何を述べているのか？
父親、教師、患者、学生・・・など役割や職業。

楽天家、涙もろい、神経質・・・など性質や性格。



「私」と「相手」の関係

「親と子」、 「学生と教師」、「患者と医者」、「妻と夫」・・・

１）これらの語は一括りで意味をなす
２）「親」という語の裏には、「子」という語がある

関係を現す語（ NOT性質）

１）「相手」は、「私」の「役割」を開示する力を持っている。

２） 「私」は、「相手」がいないと、「どんな役割にあるのか」を開示できない。

３）「私」も、「相手」との関係において、「私」と「どんな役割にあるのか」を開示する力を持っている。

４）「私の役割」を「相手」以外から見いだす必要がある。→どう乗り越えるのか？



私の前にいる「相手」は、何か？

※「私」が「何者」であるかは、「相手」との関係から・・・、導き出す？規定される？

１）私は、「涙もろい」です・・・私の「性質」（「私＝涙もろい」が成り立つ）。

→「涙を誘う現象」によって表れる性質－現象からの働きかけはない。

２）私は、「支援者」です・・・相手との「関係」（「私＝支援者」・・・？）

→「支援者」の背後に「利用者」の存在－「利用者」からの働きかけがある

１）私が「支援者」であることは、「利用者」がいないと成立しない。

２）「利用者」は私を「支援者」にする働きかけがある（逆も同様）
「どちらも居て」はじめて成り立つ

「相 手」

「利用者」「支援者」

「 私 」

関係が結ばれる場



「私」が「支援者」となるには、背景に（ 「 関係が結ばれる場」） 「利用者」が必要

※暗黒空間の中で地面を探すようなもの

私が「支援者」になるには

「私は、支援者です」に「利用者」がいなければ→役割の説明であり、「支援者」ではない。

背景にいる「利用者」をどのようにまなざしているのか？（価値観、感性が反映）

「応じる力」によって、固有性が生まれる。

１）一方的なまなざしの支配下に置かれると、「相手」はその固有性を剥奪され、類型化される。
２）一方的なまなざしに従えば、「相手」は私の認識の延長となる。

「利用者」「支援者」

ただし私も相手にまなざされている。→相手は私のまなざしに応じる力を持つ

「利用者」「支援者」

「利用者主体」が実現する

「応じる力」を私が受け入れることによって



まとめ

 「私」のまなざしに対して、相手の「応じる力」を認め、相手の「応じる力」に私が呼
応したとき、利用者が「主体者」となるのではないか？

 「関係が結ばれる場」は、具体的な場所を指すばかりでなく、その条件が揃った意
識をも指す。研究室でひとりの私は、意識に描く学生の「応じる力」を受け止めれば、教師である。

 私は正しく「まなざし」ているか、「関係が結ばれる場」において、自己に問う必要
がある。

 私が絶対的に私である以上、私から相手への歩み寄りをより確実にする。そのた
めに、「応じる力」を受け止める「私」のありようについて、今後取り組みたい。

「利用者主体」とは



ご静聴ありがとうございました。
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